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(57)【要約】
　本発明は携帯用液状化粧品電動ミスト供給器に関し、
化粧水などを含む液状化粧品を着脱可能に結合される貯
蔵容器に貯蔵しておき、ポンプを利用して毎回使用ごと
に所定量を吐出して、超音波手段によって微細な微粒状
態の液霧（ｍｉｓｔ））状態に噴出して使用することを
可能にする携帯用液状化粧品電動ミスト供給器に関する
。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液状化粧品を携帯して貯蔵することができる貯蔵容器（１２０）と；
　前記貯蔵容器（１２０）に貯蔵された液状化粧品を使用者の操作によって所定量を吐出
して、バケット（１３０）に伝達するポンプ（１１０）と；
　前記バケット（１３０）に貯蔵された液状化粧品を超音波を利用して、ミスト状態に噴
射する超音波振動手段（１４０）と；を含むことを特徴とする携帯用液状化粧品電動ミス
ト供給器（１００）。
【請求項２】
　液状化粧品を吸入するチューブ（１１１）が下側に形成されており、上部に吐出管（１
１２）が形成されて、前記吐出管（１１２）が押されると、所定量を吐出するポンプ（１
１０）と；
　前記ポンプ（１１０）に着脱可能に結合され、液状化粧品を貯蔵する貯蔵容器（１２０
）と；
　前記吐出管（１１２）に結合され、内部に形成されて前記吐出管（１１２）に連結され
た吐出口（１３１）と、前方下部に形成されて前記液状化粧品を排出する排出口（１３２
）と、内部に形成されて前記吐出口（１３１）と前記排出口（１３２）とを互いに連通し
て連結する連通部（１３３）とを含むバケット（ｂｕｃｋｅｔ）（１３０）と；
　前記排出口（１３２）に結合され、前記液状化粧品を超音波を利用してミスト（ｍｉｓ
ｔ）状態に噴射する超音波振動手段（１４０）と；
　前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）（１３０）の上側に結合されるボタン（ｂｕｔｔｏｎ）
（１６０）と；
　前記ポンプ（１１０）、前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）（１３０）、前記超音波振動手
段（１４０）及び前記ボタン（ｂｕｔｔｏｎ）（１６０）を内部に収納するように互いに
結合される前方カバー（１７０）及び後方カバー（１７１）と；
　前記前方カバー（１７０）と後方カバー（１７１）の内部に収納され、前記ボタン（１
６０）の操作によって作動されるスィッチ（２０１）によって前記超音波振動手段（１４
０）を駆動する超音波駆動手段（２１０）と；
　前記前方カバー（１７０）と後方カバー（１７１）の内部に収納され、前記超音波駆動
手段（２１０）の作動に必要な電源を供給する電源部（２２０）と；を含むことを特徴と
する携帯用液状化粧品電動ミスト供給器（１００）。
【請求項３】
　前記吐出口（１３１）は前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）（１３０）の内部上側に形成さ
れることを特徴とする請求項２に記載の携帯用液状化粧品電動ミスト供給器（１００）。
【請求項４】
　前記連通部（１３３）は前記排出口（１３２）の内径に合わせて上部が広く、下部は狭
くなる形状を有することを特徴とする請求項３に記載の携帯用液状化粧品電動ミスト供給
器（１００）。
【請求項５】
　前記超音波振動手段（１４０）は中央部（１４１）が外部に突出され、噴射孔（１４２
）が前記中央部（１４１）の表面曲面に垂直する方向に複数打孔されていることを特徴と
する請求項４に記載の携帯用液状化粧品電動ミスト供給器（１００）。
【請求項６】
　前記電源部（２２０）は、前記前方カバー（１７０）と後方カバー（１７１）の内部に
収納され、乾電池を収納することができる乾電池ホルダー（２２４）または前記前方カバ
ー（１７０）と後方カバー（１７１）の内部に収納され、充電池（２２１）、充電回路（
２２２）及び前記充電回路と連結される充電用コネクター（２２３）の内のいずれか１つ
以上を含むことを特徴とする請求項４に記載の携帯用液状化粧品電動ミスト供給器（１０
０）。
【請求項７】
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　前記超音波振動手段（１４０）は中央部（１４１）が外部に突出され、噴射孔（１４２
）が前記中央部（１４１）の表面曲面に垂直する方向に複数打孔されていることを特徴と
し、
　前記電源部（２２０）は、
　前記前方カバー（１７０）と後方カバー（１７１）の内部に収納され、乾電池を収納す
ることができる乾電池ホルダーまたは前記前方カバー（１７０）と後方カバー（１７１）
の内部に収納され、充電池（２２１）、充電回路（２２２）及び前記充電回路と連結され
る充電用コネクター（２２３）の内のいずれか１つ以上を含むことを特徴とする請求項４
に記載の携帯用液状化粧品電動ミスト供給器（１００）。
【請求項８】
　前記超音波振動手段（１４０）は、作動中外部への漏液を防止できるように、中央に通
孔が形成されているバケットシーリング（１５０）と、中央に通孔が形成され、外側にノ
ズル部（１５２）が形成されているノズル部シーリング（１５１）との間に設置され、
　前記ボタン（１６０）の前面延長部（１６２）には前記ノズル部（１５２）が結合され
ることができるノズル結合孔（１６１）が形成されており、
　前記前方カバー（１７０）の正面上部には、前記ボタン（１６０）の昇降の時、前記ノ
ズル部（１５２）が外部に露出されることができるように開口部（１７２）が形成されて
いることを特徴とする請求項３～７の中の何れか一項に記載の携帯用液状化粧品電動ミス
ト供給器（１００）。
【請求項９】
　前記排出口（１３２）にさらに設けられ、液体の流れを分配して気泡または水膜の発生
を防止する分配器（１３５）と；
　中央に通孔が形成されており、前記バケットシーリング（１５０）と前記超音波振動手
段（１４０）との間にさらに設けられるバケットシーリング支持部材（１５３）と；
　中央に前記ノズル部（１５２）が通過することができる通孔が形成されており、前記ノ
ズル部シーリング（１５１）の外側面にさらに設置されるノズル部シーリング部材（１５
４）と；をさらに含むことを特徴とする請求項８に記載の携帯用液状化粧品電動ミスト供
給器（１００）。
【請求項１０】
　前記前方カバー（１７０）と前記後方カバー（１７１）を覆うことができるように、前
記前方カバー（１７０）と前記後方カバー（１７１）に着脱可能に結合され、前記開口部
（１７２）の形状に対応する弾性材質の密閉部（１８１）が前方上部内部に附着されてい
るオーバーキャップ（ｏｖｅｒｃａｐ）（１８０）と；
　前記バケット（１３０）の内部に設けられる殺菌用紫外線発光ダイオード（ＬＥＤ）と
；をさらに含むことを特徴とする請求項９に記載の携帯用液状化粧品電動ミスト供給器（
１００）。
【請求項１１】
　前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）（１３０）の上部にさらに形成され、バケットカバー（
１３７）によって密閉されて形成される加圧チャンバ（１３８）と；
　前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）（１３０）の内部の前記吐出口（１３２）の両側面の下
部に設置される隔壁（１３４）と；をさらに含むことを特徴とする請求項２に記載の携帯
用液状化粧品電動ミスト供給器（１００）。
【請求項１２】
　前記排出口（１３２）には、液体の流れを分配して、気泡の発生を防止する分配器（１
３５）がさらに設置されることを特徴とする請求項１１に記載の携帯用液状化粧品電動ミ
スト供給器（１００）。
【請求項１３】
　前記超音波振動手段（１４０）は、作動中外部への漏液を防止できるように、中央に通
孔が形成されているバケットシーリング（１５０）と、中央に通孔が形成され、外側にノ
ズル部（１５２）が形成されているノズル部シーリング（１５１）との間に設置され、
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　前記ボタン（１６０）の前面延長部（１６２）には前記ノズル部（１５２）が結合され
ることができるノズル結合孔（１６１）が形成されていることを特徴とする請求項１２に
記載の携帯用液状化粧品電動ミスト供給器（１００）。
【請求項１４】
　中央に通孔が形成されており、前記バケットシーリング（１５０）と前記超音波振動手
段（１４０）との間にさらに設けられるバケットシーリング支持部材（１５３）と；
　中央に前記ノズル部（１５２）が通過することができる通孔が形成されており、前記ノ
ズル部シーリング（１５１）の外側面にさらに設置されるノズル部シーリング部材（１５
４）と；をさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載の携帯用液状化粧品電動ミスト
供給器（１００）。
【請求項１５】
　前記超音波振動手段（１４０）は中央部（１４１）が外部に突出され、噴射孔（１４２
）が前記中央部（１４１）の表面曲面に垂直する方向に複数打孔されていることを特徴と
し、
　前記電源部（２２０）は、
　前記前方カバー（１７０）と後方カバー（１７１）の内部に収納され、乾電池を収納す
ることができる乾電池ホルダー（２２４）または前記前方カバー（１７０）と後方カバー
（１７１）の内部に収納され、充電池（２２１）、充電回路（２２２）及び前記充電回路
と連結される充電用コネクター（２２３）の内のいずれか１つ以上を含むことを特徴とす
る請求項１１～１４のいずれか一項に記載の携帯用液状化粧品電動ミスト供給器（１００
）。
【請求項１６】
　前記前方カバー（１７０）と前記後方カバー（１７１）を覆うことができるように、前
記前方カバー（１７０）と前記後方カバー（１７１）に着脱可能に結合され、前面に前記
ノズル部（１５２）が露出されることができるように開口孔（１８２）が形成されている
オーバーキャップ（ｏｖｅｒｃａｐ）（１８０）と；
　前記バケット（１３０）の内部に設けられる殺菌用紫外線発光ダイオード（ＬＥＤ）と
；をさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載の携帯用液状化粧品電動ミスト供給器
（１００）。
【請求項１７】
　前記連通部（１３３）には、多孔状部材（１３９）が充填されることを特徴とする請求
項１６に記載の携帯用液状化粧品電動ミスト供給器（１００）。
【請求項１８】
　前記バケット（１３０）の内側の前記排出口（１３２）の上側に位置する排水孔（１９
１）と前記貯蔵容器（１２０）とを連結して、余分の液状化粧品の漏液を前記貯蔵容器（
１２０）に戻す漏液管（１９０）をさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載の携帯
用液状化粧品電動ミスト供給器（１００）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は携帯用液状化粧品電動ミスト供給器に関し、液状化粧品を吸入するチューブ１
１１が下側に形成され、上部に吐出管１１２が形成されており、前記吐出管１１２が押さ
れると、所定量を吐出するポンプ１１０と；前記ポンプ１１０に着脱可能に結合され、液
状化粧品を貯蔵する貯蔵容器１２０と；前記吐出管１１２に結合され、内部に形成されて
、前記吐出管１１２に連結された吐出口１３１と、前方下部に形成されて、前記液状化粧
品を排出する排出口１３２と、内部に形成されて、前記吐出口１３１と前記排出口１３２
とを互いに連通して連結する連通部１３３とを含んで構成されるバケット（ｂｕｃｋｅｔ
）１３０と；前記排出口１３２に結合され、前記液状化粧品を超音波を利用してミスト（
ｍｉｓｔ）状態に噴射する超音波振動手段１４０と；前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）１３
０の上側に結合されるボタン（ｂｕｔｔｏｎ）１６０と；前記ポンプ１１０、前記バケッ
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ト（ｂｕｃｋｅｔ）１３０、前記超音波振動手段１４０及び前記ボタン（ｂｕｔｔｏｎ）
１６０を内部に収納するように互いに結合される前方カバー１７０及び後方カバー１７１
と；前記前方カバー１７０と後方カバー１７１の内部に収納され、前記ボタン１６０の操
作によって作動するスィッチ２０１によって前記超音波振動手段１４０を駆動する超音波
駆動手段２１０と；前記前方カバー１７０と後方カバー１７１の内部に収納され、前記超
音波駆動手段２１０の作動に必要な電源を供給する電源部２２０と；を含むことを特徴と
する携帯用液状化粧品電動ミスト供給器１００に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ミスト（ｍｉｓｔ）供給器とは、化粧水や補湿、美白効果、栄養分供給など使
用者の使用目的による水溶液を含む液状化粧品を、微細な微粒状態のミスト（液霧：（ｍ
ｉｓｔ））状態に噴出して使用することを可能にする装置を言う。
【０００３】
　このようなミスト供給器には、既存に広く使われて来た手動スプレー式ミスト供給器を
含み、固定式に使用するスチーム加熱方式ミスト供給器などが存在した。
【０００４】
　しかし、既存の手動スプレー式ミスト供給器の場合、使用者が一々繰り返してボタンを
押しながら、作動をさせなければならないという不便があり、微細な噴出孔を通じて噴出
される吐出圧のみを利用して液体を分散させる原理であるため、液体微粒子の大きさが比
較的大きくて、均一に分散して噴霧することが困難であるという問題点があった。
【０００５】
　一方、スチーム加熱式ミスト供給器の場合、液体を加熱してスチーム形式に液体を微粒
化させて噴射する方式で、液体を比較的小さくかつ均一な微粒の形態で噴射することが可
能であるという長所があるが、加熱装置を駆動するために比較的大きい電力が必要となる
ため、装置の大きさが大きくならざるをえず、携帯が不可能であることは勿論、液体を加
熱する方式であるため液体化粧品の成分に変化が発生したりするおそれが大きいという問
題点があった。
【０００６】
　このような既存のミスト供給器の問題点を解決するために、下記の先行技術文献に記載
したように、大韓民国公開特許１０－２０１０－００５７３３９号に超音波振動子を利用
した「高分子またはセラミックスフィルター及びこれを利用した携帯用水分供給器」によ
れば、高分子またはセラミックスフィルターと、液体が貯蔵される容器と、前記高分子ま
たはセラミックスフィルターが着脱可能に結合される排出部とで貯蔵筒と；上部内側に前
記貯蔵筒が着脱可能に収納される貯蔵筒収納室が備えられ、上部正面に噴霧孔が形成され
た外部ケースと；前記貯蔵筒内の液体を霧化させ、前記貯蔵筒と前記外部ケースの上端部
の正面との間に備えられた穿孔タイプの超音波振動子と；前記穿孔タイプの超音波振動子
で霧化された液体が前記噴霧孔に流体連通されるように前記穿孔タイプの超音波振動子と
前記噴霧孔との間に備えられた噴霧管を含み、前記貯蔵筒の排出部は、前記容器の下部正
面に一端が形成され、前記穿孔タイプの超音波振動子側に他端が突出して形成されたこと
を特徴とする構成のミスト供給器が提案された。
【０００７】
　しかし、前記ミスト供給器の場合、超音波振動子を利用して優れた飛散及び噴霧効果を
有するという長所があるが、一方、貯蔵筒に貯蔵された液体は単純に毛細管現象によって
外部への流出が抑制されている状態に過ぎないため、歩行の時など揺れが発生する携帯の
場合のように外部から動きや外力が伝達される場合、貯蔵筒外部への漏液が発生すること
は不可避な構成であり、このような漏液を防止するための別途の構成が必要であるという
問題点があった。
【０００８】
　特に、上述した既存のミスト供給器の場合、供給される液体化粧品などが常時フィルタ
ーと接触している状態にあるので、セラミックスなど特殊な材質を用いて、細菌の増殖や
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汚染を防止することが必要であるという大きい問題点があり、このような材質の抗菌機能
を有するフィルターを用いても、上述したように移動中に発生する漏液によって超音波振
動子が汚染されるため、やはり細菌の増殖や汚染が発生して、直接人の肌に用いられる液
体化粧品を供給するミスト供給器として使用するには適切でないという大きい問題点があ
った。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は上述した既存の超音波ミスト供給器の問題点を解決して、液状化粧品を貯蔵す
る貯蔵容器は完全に密閉され、使用する度に所定量の液状化粧品を、ポンプを利用して吐
出するので、液状化粧品の汚染や漏液の問題が発生されるおそれがないようにすることを
その課題とする。
【００１０】
　また、バケット（ｂｕｃｋｅｔ）の内部に形成されて、排出口１３２の内径に合わせて
上部が広く、下部は狭くなる形状の連通部１３３を含む構成によって、前記バケットの内
部に吐出された液状化粧品を残さないで全部噴霧することが可能であるので、液状化粧品
の残留物による汚染や誤作動のおそれがないようにすることをその課題とする。
【００１１】
　また、排出口に設置される分配器によって、液状の化粧品に発生することのある気泡の
発生または水膜現象を防止して、円滑に作動できるようにすることをその課題とする。
【００１２】
　一方、本発明は携帯が簡便で、かつ電源の交替または充電が容易で、使用者の携帯及び
使用上の便利性を極大化することができるようにすることをその課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上述した課題を達するために、本発明の携帯用液状化粧品電動ミスト供給器は、液状化
粧品を吸入するチューブ１１１が下側に形成されており、上部に吐出管１１２が形成され
て、前記吐出管１１２が押されると、所定量を吐出するポンプ１１０と；前記ポンプ１１
０に着脱可能に結合され、液状化粧品を貯蔵する貯蔵容器１２０と；前記吐出管１１２に
結合され、内部に形成されて前記吐出管１１２と連結された吐出口１３１と、前方下部に
形成されて、前記液状化粧品を排出する排出口１３２と、内部に形成されて前記吐出口１
３１と前記排出口１３２とを互いに連通して連結する連通部１３３とを含むバケット（ｂ
ｕｃｋｅｔ）１３０と；前記排出口１３２に結合され、前記液状化粧品を超音波を利用し
てミスト（ｍｉｓｔ）状態に噴射する超音波振動手段１４０と；前記バケット（ｂｕｃｋ
ｅｔ）１３０の上側に結合されるボタン（ｂｕｔｔｏｎ）１６０と；前記ポンプ１１０、
前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）１３０、前記超音波振動手段１４０及び前記ボタン（ｂｕ
ｔｔｏｎ）１６０を内部に収納するように互いに結合される前方カバー１７０及び後方カ
バー１７１と；前記前方カバー１７０と後方カバー１７１の内部に収納され、前記ボタン
１６０の操作によって作動されるスィッチ２０１によって前記超音波振動手段１４０を駆
動する超音波駆動手段２１０と；前記前方カバー１７０と後方カバー１７１の内部に収納
され、前記超音波駆動手段２１０の作動に必要な電源を供給する電源部２２０と；を含む
ことを特徴とする。
【００１４】
　また、前記吐出口１３１は前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）１３０の内部上側に形成され
ることを特徴とする。
【００１５】
　また、前記連通部１３３は前記排出口１３２の内径に合わせて上部が広く、下部は狭く
なる形状を有することを特徴とする。
【００１６】
　また、前記超音波振動手段１４０は中央部１４１が外部に突出され、噴射孔１４２が前
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記中央部１４１の表面曲面に垂直する方向に複数打孔されていることを特徴とする。
【００１７】
　また、前記電源部２２０は、前記前方カバー１７０と後方カバー１７１の内部に収納さ
れ、乾電池を収納することができる乾電池ホルダーまたは前記前方カバー１７０と後方カ
バー１７１の内部に収納され、充電池２２１と充電回路２２２及び前記充電回路と連結さ
れる充電用コネクター２２３の内のいずれか１つ以上を含むことを特徴とする。
【００１８】
　また、前記超音波振動手段１４０は、作動中、外部への漏液を防止できるように、中央
に通孔が形成されているバケットシーリング１５０と、中央に通孔が形成され、外側にノ
ズル部１５２が形成されているノズル部シーリング１５１との間に設置され、前記ボタン
１６０の前面延長部１６２には前記ノズル部１５２が結合されることができるノズル結合
孔１６１が形成されており、前記前方カバー１７０の正面上部には、前記ボタン１６０の
昇降の時、前記ノズル部１５２が外部に露出されることができるように開口部１７２が形
成されていることを特徴とする。
【００１９】
　また、前記前方カバー１７０と前記後方カバー１７１とを覆うことができるように、前
記前方カバー１７０と前記後方カバー１７１に着脱可能に結合され、前記開口部１７２の
形状に対応する弾性材質の密閉部１８１が前方上部内部に附着しているオーバーキャップ
（ｏｖｅｒｃａｐ）１８０をさらに含むことを特徴とする。
【００２０】
　また、中央に通孔が形成されており、前記バケットシーリング１５０と前記超音波振動
手段１４０との間にさらに設置されるバケットシーリング支持部材１５３と；中央に前記
ノズル部１５２が通過することができる通孔が形成されており、前記ノズル部シーリング
１５１の外側面にさらに設置されるノズル部シーリング支持部材１５４とをさらに含むこ
とを特徴とする。
【００２１】
　また、前記排出口１３２には、液体の流れを分配して気泡の発生を防止する分配器１３
５がさらに設置されることを特徴とする。
【００２２】
　一方、前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）１３０の上部にさらに形成され、バケットカバー
１３７によって密閉されて形成される加圧チャンバ１３８と；前記バケット（ｂｕｃｋｅ
ｔ）１３０内部の前記吐出口１３２の両側面の下部に設置される隔壁１３４と；をさらに
含むことを特徴とする。
【００２３】
　また、前記バケット１３０の内部に設置される殺菌用紫外線発光ダイオード（ＬＥＤ）
をさらに含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、液状化粧品を貯蔵する貯蔵容器は完全に密閉されており、使用する度
に所定量の液状化粧品をポンプを利用して吐出するので、液状化粧品の汚染や漏液の問題
が発生するおそれがないという効果を奏する。
【００２５】
　また、バケット（ｂｕｃｋｅｔ）の内部に形成されて、排出口１３２の内径に合わせて
上部が広く、下部は狭くなる形状の連通部１３３を含む構成によって、前記バケット内部
に吐出された液状化粧品を残さないで全部噴霧することが可能であるので、液状化粧品の
残留物による汚染や誤作動のおそれがないという長所がある。
【００２６】
　また、排出口に設置される分配器によって、液状の化粧品に発生することのある気泡の
発生または水膜現象を防止して、円滑に作動させることができるという長所がある。
【００２７】
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　一方、本発明は携帯が簡便で、かつ電源の交替または充電が容易で、使用者の携帯及び
使用上の便利性を極大化することができるという長所がある。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の第１実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器の全体見掛け斜
視図である。
【図２】本発明の第１実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器の全体分解結合
斜視図である。
【図３】本発明の第１実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器の主要部正面図
である。
【図４】本発明の第１実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器の主要部後面斜
視図である。
【図５】本発明の第１実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器の主要部正面断
面図である。
【図６】本発明の第１実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器の主要部側面断
面図である。
【図７】本発明の第１実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器の主要部上面図
である。
【図８】本発明の第１実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器のバケットの斜
視図である。
【図９】本発明の第１実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器のバケットの上
面図である。
【図１０】本発明の第１実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器のバケットの
正面図である。
【図１１】本発明の第１実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器のバケット部
分の結合断面模式図である。
【図１２】本発明の第２実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器の全体見掛け
斜視図である。
【図１３】本発明の第２実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器の全体分解斜
視図である。
【図１４】本発明の第２実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器の水膜及び気
泡発生状態模式図である。
【図１５】本発明の第２実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器のバケットと
分配器の結合図である。
【図１６】本発明の第２実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器のシーリング
部の分解図である。
【図１７】本発明の第２実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器のシーリング
部の断面図である。
【図１８】本発明の第２実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器の漏液管を示
す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、添付された図面を参照して、本発明の一実施形態による携帯用液状化粧品電動ミ
スト供給器を詳しく説明する。まず、図面において、同じ構成要素または部品は同じ参照
符号で表示していることに留意しなければならない。本発明の説明において、係わる公知
機能または構成に関する具体的な説明は本発明の要旨を明確にするために省略する。
【００３０】
　本発明の携帯用液状化粧品電動ミスト供給器１００は、図２に示すように、大体ポンプ
１１０、貯蔵容器１２０、バケット（ｂｕｃｋｅｔ）１３０、超音波振動手段１４０、ボ
タン（ｂｕｔｔｏｎ）１６０、前方カバー１７０及び後方カバー１７１、超音波駆動手段
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２１０及び電源部２２０を含むことを特徴とする。
【００３１】
　まず、ポンプ１１０について説明する。前記ポンプ１１０は、図５に示すように、液状
化粧品を吸入するチューブ１１１が下側に形成されており、上部に吐出管１１２が形成さ
れて、前記吐出管１１２が押されると所定量を吐出する機能を有する。前記ポンプ１１０
を構成するポンプの実施形態では非常に多様なポンプの使用が可能であり、前記ポンプ１
１０の構成は本発明が属する分野において広く知られて実施されている技術であるので詳
細な説明は省略する。
【００３２】
　次に、貯蔵容器１２０について説明する。前記貯蔵容器１２０は、図２及び図５に示す
ように、前記ポンプ１１０に着脱可能に結合され、液状化粧品を貯蔵する機能を有する。
前記貯蔵容器１２０を前記ポンプ１１０に着脱可能に結合する構成としては非常に多様な
実施形態が可能であり、その一実施形態としては、図５に示すようなスクリュー方式を使
用することが好ましい。このように、液体化粧品を前記貯蔵容器１２０に完全に密閉して
貯蔵しておいて、使用する度に所定量の液状化粧品を前記ポンプ１１０を利用して吐出す
る構成によって、液状化粧品の汚染や漏液の問題が発生するおそれが根本的に遮断される
。一方、前記ポンプ１１０は、図１３に示す本発明の第２実施形態の場合のように、貯蔵
容器の上部キャップ１２５に一端が結合された状態で前記貯蔵容器１２０に結合されるこ
とも可能である。
【００３３】
　次に、バケット（ｂｕｃｋｅｔ）１３０について説明する。前記バケット（ｂｕｃｋｅ
ｔ）１３０は、図２及び図８に示すように、前記吐出管１１２に結合され、内部に形成さ
れて前記吐出管１１２と連結された吐出口１３１と、前方下部に形成されて前記液状化粧
品を排出する排出口１３２と、内部に形成されて前記吐出口１３１と前記排出口１３２と
を互いに連通して連結する連通部１３３とを含む。このような構成の前記バケット（ｂｕ
ｃｋｅｔ）１３０は、前記ポンプ１１０によって所定量だけ吐出された液体化粧品が前記
超音波振動手段１４０を通じて完全に噴射されるまで一時的に貯蔵する機能を有する。一
方、本発明の可能な第１実施形態として、前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）１３０は、図８
及び図１０に示すように、前記吐出口１３１が内部上側に形成されており、内部に前記吐
出口１３１と前記排出口１３２とを互いに連通して連結し、前記排出口１３２の内径に合
わせて上部が広く、下部は狭くなる形状の連通部１３３が形成されるようにして、前記バ
ケット（ｂｕｃｋｅｔ）１３０の内部に液体化粧品の残留物を全く残さないで完全に噴射
することが可能であるので、液体化粧品をさらに効率的に使用することができるとともに
、内部残留物による細菌増殖や汚染などの問題が根本的に発生しないようにすることが好
ましい。
【００３４】
　一方、本発明のまた他の第２実施形態では、図１２及び図１５に示すように、前記バケ
ット（ｂｕｃｋｅｔ）１３０の上部にバケットカバー１３７によって密閉されて形成され
る加圧チャンバ１３８がさらに形成される構成も可能である。このような前記加圧チャン
バ１３８によって前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）１３０の内部容積が増加されるが、前記
加圧チャンバ１３８は前記バケット１３０内部に吐出された液状化粧品の容積だけ内部の
空気が圧着されていて、噴射過程に液状化粧品に圧力を加えて円滑な噴射に役に立つよう
にする機能を有する。
【００３５】
　一方、本発明で用いる液状化粧品の場合、その性状が液体状態であるため、表面張力に
よって、図１４ａに示すように水膜が発生されたり、図１４ｂに示すように気泡が発生し
やすい。このような現象を減少させるために、前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）１３０内部
の前記吐出口１３２の両側面の下部には、図１５に示すように、隔壁１３４がさらに設置
されるようにして、前記バケット１３０の内部に同じ容積の液状化粧品が吐出されて貯蔵
される場合、より高い水位を保持するようにして、水膜の発生や気泡の発生を抑制して、
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さらに円滑に作動させることが好ましい。一方、液体状態の化粧品に発生する水膜現象や
気泡の発生を液体の流れを細かく分けて分配して防止するようにするために、図１５に示
すように、前記排出口１３２に分配器１３５を設置することが好ましい。このような前記
分配器１３５の構成は非常に多様な実施形態が可能であり、その一実施形態としては、図
１５に示すように、中央に通孔が形成され、中央から外周縁に向かって液体の流れを分け
て分配する分配支持台１３６ａが三つ以上形成される構成が可能である。また、前記分配
器１３５の他の実施形態としては、図１５に示すように、複数の通孔１３６ｂが形成され
るように構成することも可能である。一方、図１５に示すように、多孔状部材１３９を前
記バケット１３０内部の前記連通部１３３に充填しても前記分配器１３５と類似する効果
が得られたり、前記分配器１３５と一緒に用いられて、さらに向上された水膜発生防止及
び気泡発生防止効果を奏することができる。
【００３６】
　また、前記バケット１３０の内側には、図１８に示すように、前記排出口１３２の上側
に位置する排水孔１９１と前記貯蔵容器１２０を連結して作動環境によって発生するおそ
れのある余分の液状化粧品の漏液を前記貯蔵容器１２０に戻す漏液管１９０をさらに含む
ことが好ましい。
【００３７】
　次に、超音波振動手段１４０について説明する。前記超音波振動手段１４０は、図２及
び図１１に示すように、前記排出口１３２に結合され、前記液状化粧品を超音波を利用し
てミスト（ｍｉｓｔ）状態に噴射する機能を有する。この場合、前記超音波振動手段１４
０は広い角度に液体化粧品が効果的に分散して噴射されることができるように、図１１に
示すように、中央部１４１が外部に突出されており、噴射孔１４２が前記中央部１４１の
表面曲面に垂直する方向に複数打孔されているようにすることが好ましい。一方、前記超
音波振動手段１４０は、作動中、外部への漏液を防止できるように、図２及び図１１に示
すように、中央に通孔が形成されているバケットシーリング１５０と、中央に通孔が形成
されていて、外側にノズル部１５２が形成されているノズル部シーリング１５１との間に
設置されるようにすることが好ましい。このような構成の前記超音波振動手段１４０を構
成する技術は、本発明が属する分野において広く知られて使われている技術であるので、
詳細な説明は省略する。一方、前記バケットシーリング１５０と前記ノズル部シーリング
１５１は、漏液防止のために、シリコーンなどのような弾性材質で製作されることが一般
的であり、この場合、組み立てや設置工程または使用過程などで、前記バケットシーリン
グ１５０と前記ノズル部シーリング１５１の形状が弾性によって変形される問題点が発生
することがある。このような場合、漏液が発生したり、噴射量や吐出角度に偏差が発生す
るという問題点が発生することができる。従って、このような形状の変形を防止するため
に、図１６及び図１７に示すように、中央に通孔が形成されており、前記バケットシーリ
ング１５０と前記超音波振動手段１４０との間にさらに設置されるバケットシーリング支
持部材１５３と、中央に前記ノズル部１５２が通過することができる通孔が形成されてお
り、前記ノズル部シーリング１５１の外側面にさらに設置されるノズル部シーリング支持
部材１５４とをさらに含むようにすることが好ましい。
【００３８】
　次に、ボタン（ｂｕｔｔｏｎ）１６０について説明する。前記ボタン（ｂｕｔｔｏｎ）
１６０は、図２及び図１１に示すように、前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）１３０の上側に
結合され、使用者が前記ボタン（ｂｕｔｔｏｎ）１６０を押す場合、前記バケット（ｂｕ
ｃｋｅｔ）１３０を通じて前記吐出管１１２を押して前記ポンプ１１０によって所定量だ
け液体化粧品が吐出されるようにする機能を有する。また、前記ボタン（ｂｕｔｔｏｎ）
１６０を押すと、図４及び図６に示すようにスィッチ２０１が作動して後述する超音波駆
動手段２１０が前記超音波振動手段１４０の駆動を開始する。
【００３９】
　次に、前方カバー１７０及び後方カバー１７１について説明する。前記前方カバー１７
０及び後方カバー１７１は、図１及び図２に示すように、前記ポンプ１１０、前記バケッ
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ト（ｂｕｃｋｅｔ）１３０、前記超音波振動手段１４０及び前記ボタン（ｂｕｔｔｏｎ）
１６０を内部に収納するように互いに結合されて設置される。また、前記前方カバー１７
０と後方カバー１７１との間の内部空間には、超音波駆動手段２１０及び電源部２２０が
収納される。前記超音波駆動手段２１０は、前記スィッチ２０１の作動によって前記超音
波振動手段１４０を駆動する機能を有する。この場合、前記超音波駆動手段２１０は、使
用者が前記ボタン１６０を押している間には前記超音波振動手段１４０がずっと作動する
ように、単純に前記スィッチ２０１の作動によって前記電源部２２０の電源を前記超音波
振動手段１４０に伝達するように構成されることができる。一方、前記超音波駆動手段２
１０は、使用者が前記ボタン１６０を一度押すと、前記ボタン１６０が原位置に復帰して
、前記スィッチ２０１の作動が解除された後でも、前記バケット１３０内部の液体化粧品
が完全に噴射されることができるように、所定時間の間前記超音波振動手段１４０が続け
て作動するように構成することも可能である。また、前記超音波駆動手段２１０は、使用
者が前記ボタン１６０を一度押すと、前記バケット１３０内部に設置された液体感知セン
サー２２４によって前記バケット１３０内部の液体化粧品の残量を感知して、前記バケッ
ト１３０内部の液体化粧品が完全に噴射される間前記超音波振動手段１４０が続けて作動
するように構成することも可能である。このような前記超音波駆動手段２１０を構成する
技術は、本発明が属する分野において広く知られて用いられる技術であるので、詳細な説
明は省略する。
【００４０】
　次に、電源部２２０について説明する。前記電源部２２０は前記超音波駆動手段２１０
の駆動に必要な電源を供給する機能を有する。前記電源部２２０を構成する実施形態とし
ては、非常に多様な実施形態が可能であり、本発明の携帯用液状化粧品電動ミスト供給器
１００の携帯容易性を考慮する時、前記電源部２２０は、前記前方カバー１７０と後方カ
バー１７１の内部に収納され、乾電池を収納することができる乾電池ホルダー；または、
前記前方カバー１７０と後方カバー１７１の内部に収納され、充電池２２１と充電回路２
２２及び前記充電回路と連結される充電用コネクター２２３の内のいずれか１つ以上を含
むことが好ましい。この場合、前記充電用コネクター２２３はＵＳＢコネクターで構成さ
れ、前記充電回路２２２はＵＳＢ電源を利用して作動する充電回路で構成されるようにす
ることが好ましい。
【００４１】
　一方、上述したように、前記超音波振動手段１４０が前記バケットシーリング１５０と
前記ノズル部シーリング１５１との間に設置される場合には、前記ボタン１６０の前面延
長部１６２には、図２及び図１１または図１３に示すように、前記ノズル部１５２が結合
されることができるノズル結合孔１６１が形成されているようにすることが好ましい。こ
の時、本発明の第１実施形態のような外形を有する場合には、前記前方カバー１７０の正
面上部には、図２に示すように、前記ボタン１６０の昇降の時、前記ノズル部１５２が外
部に露出できるように、開口部１７２が形成されていることが好ましい。
【００４２】
　また、本発明の第１実施形態のような外形を有する場合には、前記前方カバー１７０と
前記後方カバー１７１を覆うことができるように、図２に示すように、前記前方カバー１
７０と前記後方カバー１７１に着脱可能に結合され、前記開口部１７２を完全に密閉して
おくことができるように前記開口部１７２の形状に対応する弾性材質の密閉部１８１が前
方上部内部に附着しているオーバーキャップ（ｏｖｅｒｃａｐ）１８０をさらに含むこと
が好ましい。一方、本発明の第２実施形態のような外形を有する場合には、図１２及び図
１３に示すように、前記前方カバー１７０と前記後方カバー１７１に着脱可能に結合され
、前面に前記ノズル部１５２が露出できるように開口孔１８２が形成されているオーバー
キャップ（ｏｖｅｒｃａｐ）１８０を含むことが好ましい。
【００４３】
　一方、前記バケット１３０の内部には殺菌用紫外線発光ダイオード（ＬＥＤ）（図示省
略）がさらに設置されるようにして、細菌の繁殖などを抑制することができるようにする
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【００４４】
　以下では、本発明の一実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器１００の作動
について説明する。
【００４５】
　使用者が本発明の一実施形態による携帯用液状化粧品電動ミスト供給器１００を使用す
るためにボタン１６０を押す場合、このような前記ボタン１６０の下降動作は、前記バケ
ット（ｂｕｃｋｅｔ）１３０を通じて前記吐出管１１２を押して前記ポンプ１１０によっ
て所定量だけ液体化粧品が吐出されて、前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）１３０の内部に所
定量の液体化粧品が貯蔵される。
【００４６】
　同時に、前記ボタン１６０の操作によって前記スィッチ２０１が作動して、前記超音波
駆動手段２１０を通じて前記超音波振動手段１４０を作動させて、前記バケット（ｂｕｃ
ｋｅｔ）１３０の内部の液体化粧品が微粒形態に噴射される。
【００４７】
　この場合、本発明の第１実施形態の場合には、前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）１３０の
内部には、前記吐出口１３１と前記排出口１３２とを互いに連通して連結し、前記排出口
１３２の内径に合わせて上部が広く、下部は狭くなる形状の連通部１３３が形成されてい
て、前記バケット（ｂｕｃｋｅｔ）１３０の内部に液体化粧品の残留物を全く残さないで
完全に噴射することが可能であるので、液体化粧品をさらに効率的に使用することができ
るとともに、内部残留物による細菌増殖や汚染などの問題が根本的に発生しなくなる。
【００４８】
　一方、分配器１３５または隔壁によって前記バケット１３０の内部に貯蔵された化粧品
に気泡や水膜が発生しないので、使用者が気泡または水膜による作動不良によって、使用
している途中に本発明の装置を振ったりすることなく、安定的に噴射することができる。
【００４９】
　以上で、図面と明細書に最適な実施形態が開示された。ここで、特定の用語が用いられ
ているが、これはただ本発明を説明するための目的で用いられたものであり、意味の限定
や特許請求の範囲に記載された本発明の範囲を制限するために用いたのではない。そこで
、当該技術分野における通常の知識を有する者であれば、今後多様な変形及び均等な他の
実施形態が可能であるという点を理解すべきである。従って、本発明の真の技術保護範囲
は添付された特許請求の範囲の技術思想によって決めるべきである。
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